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高耐トラッキング性エポキシ樹脂粉体塗料の開発のお知らせ 

 
 

住友ベークライト株式会社(本社：東京都品川区、代表取締役社長：鍜治屋 伸一)は、耐トラッキング性※1 の  

高い電気絶縁用の粉体塗料を開発しました。本材料は、比較トラッキング指数（CTI）※２900V を有しており、

バスバー等の高電圧が掛かる導体の絶縁被覆に適した無溶剤型のエポキシ樹脂系絶縁塗料です。 

※１
耐トラッキング性：絶縁物の表面に起きる放電により電気の通り道である導電路（トラック）が形成され、配線間でショート（絶縁破壊）する「トラッキング現象」に

対する抵抗力を指す。 

※２
比較トラッキング指数（CTI）：絶縁材料の耐トラッキング性を評価するための標準化された指標。CTI が高いほど耐トラッキング性が優れているとされる。 

 

【開発の背景】 

EV の航続距離を延長し充電時間を短縮する為、特に欧米では EV の電気システム（受電側、給電側）の

800V 化が進んでいます。EV 以外でも高出力及び軽量化を目的とし、eVTOL※３や電動車両等の移動体で

は高電圧化が進むと考えられています。その他にも産業機械、洋上風力発電船、太陽光発電連携インバータ、

大規模蓄電池システム等でも 1kV 級のアプリケーションが拡大しています。 

このように高電圧の製品が増加することが見込まれており、長期信頼性や安全性確保の為に、従来よりも高

いレベルの耐トラッキング性が導体の絶縁被覆に求められると予測されます。当社では、これらのニーズに

対応するべく、CTI 900V の性能を有するエポキシ樹脂粉体塗料を開発いたしました。 

※３eVTOL：「Electric Vertical Take-Off and Landing」の略で、電動で垂直に離着陸が出来る航空機を示す。 

 

【高耐トラッキング性エポキシ樹脂粉体塗料の特長】 

一般的に導体表面に絶縁性を付与する目的には、液状

塗料に加え粉体塗料が広く使われています。環境保護や

形状安定性・生産性の観点から、無溶剤型の粉体塗料は

液状塗料に比べて優れています。また、粉体塗料の中で

も熱可塑性樹脂をベースにしたものは被覆する導体と塗

膜の間で接着力が発生しない為、使用環境での絶縁性

低下のリスクが伴います。一方、当社の粉体塗料は熱硬

化型のエポキシ樹脂をベースにしたもので、被覆工程に

おいて導体との間で反応が起こるため、しっかりとした

接着力が発現し絶縁性能への信頼度が向上します。 

 

通常、エポキシ樹脂粉体塗料の塗膜としての絶縁破壊電圧は 30～40kV/mm と非常に高いレベルにあり

ますが、絶縁耐久性の指標の１つである CTI は一般的に 300～600V 程度です。 

これに対し、本製品では耐トラッキング性の UL 規格である UL2597 の STT※４試験に準拠し、当社にて 

エポキシ樹脂粉体塗料開発品の CTI 実力を測定した結果、本開発品は CTI900V を達成しており、高電圧

化のトレンドに対応できる性能を備えていることを確認しています（図１参照）。 

※４STT 試験：表面トラッキング試験(Surface Tracking Test)を示し、600V を超える電圧で使用される絶縁材料の耐トラッキング性を

評価するための試験規格。 
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【開発・生産における利点】 

本製品は、900V での通電状態における経年使用でも絶縁性能が低下するリスクが少ないため、導体間の

沿面距離を短縮でき、電気システムや電気部品の小型化、高効率化に寄与します。さらに、金型不要で様々

な形状の導体表面に薄く絶縁塗装することが可能です。 

 

【今後の計画】 

近年、欧米を中心に EV のシステム電圧が 800V 化する動きが進んでおり、高耐トラッキング性能へのニー

ズが高まっています。本製品の用途として、まずは EV のバッテリーバスバー等を想定していますが、高耐 

トラッキング性能のニーズが求められる他用途への参入も目指していきます。 

 

本製品は CTI900V の実力を有する事が確認されており、まもなくサンプル供試を開始する予定です。  

今後は EV のみならず、ドローンや風力発電機のモーターに使用されるバスバー・バスリングという幅広い

用途でのニーズに応える商品開発にも注力していきます。 

 

 

 

本件についてのお問合せ： 

住友ベークライト株式会社 マテリアルズソリューション営業本部 複合材料・成形品営業部  

TEL: 03-5462-4757 

お問合せフォーム： https://inquiry.sumibe.co.jp/m/j_circuit_liquid-epoxy/ 
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広報担当まで 

 

図１：現行製品との CTI 比較  
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